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海外からのムール貝（ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ）養殖技術の導入 
ね ら い： 海外で行われているソッキングネットを利用した垂下式のムール貝 

養殖技術を本県に導入し、日本初の本格的なムール貝養殖を行う。 
成果の特徴： ①養殖桁に付着した稚貝を種苗として有効利用できることが確認さ 

れた。また、採苗ロープを垂下することにより効率的に種苗を確保 

できることが確認された。 

②８月～９月にソッキングネットを用いて種苗（２ｃｍ）を適正な密度

で養殖ロープに再付着させると、１年間の垂下養殖で出荷サイズ（６

～８ｃｍ）まで成長することが確認された（写真１，２，図１）。 
成果の活用面： 当センターの指導により一部の漁協で養殖試験が行われている。 
 
［具体的データ］ 
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写真２ 垂下１年後の養殖ロープの状態（ネットは約１ヶ月で溶けてなくなる）

図１養殖試験での殻長の推移 

写真１ ｿｯｷﾝｸﾞﾈｯﾄによる稚貝の再付着 
（ﾈｯﾄとﾛｰﾌﾟの間に稚貝を入れる）

http://www.pref.iwate.jp/~hp5507/

